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MOAグループは、ニュージーランドとの共同研究グループでマイクロレンズ探査を行っている。観測はニュー
ジーランドの南島マウントジョン天文台 (南緯 44°,高度 1030m)において、６１ cm広視野望遠鏡と大面積CCD
カメラを用い、銀河中心とマゼラン雲の星約１千万個を毎日サーベイ観測を行っている。マゼラン雲方向の観測
は主に暗黒天体Massive Compact Halo Object (MACHO)の研究のためで銀河中心方向の観測は、太陽系外惑
星の探査と銀河バルジの構造の解明を目的としている。２０００年の銀河中心方向の観測で、２０例のマイクロ
レンズイベントを観測したのでこれを報告する。これらのイベントの中に太陽系外惑星は発見できなかったが、
非常に強い Parallax効果を受けたイベントを検出した。また、これらのデータを用いて銀河中心方向のオプティ
カルデプスを見積もる。


